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ストライキ決意表明投票 

賛成多数で批准！ 
公共労は「2018 秋闘統一要求」の獲得を目指し、ストライキ等で闘うことを決定し、10

月中に全組合員対象にストライキ決意表明投票を実施しました。その結果、賛成票が 81.6

％と多数を獲得しました。ご協力ありがとうございました。 

 投票用紙 

 
 

 

 

 

 

 

 

支部別結果（得票率） 

 

 仕事を失うと生活ができない（泣）。私たちは「雇われる」身。経

営者よりも立場が弱いのです。そこで！私たちが経営者に対し、「こ

の要求を通さないとストライキをするぞ」としっかり宣言することに

よって、ようやく労働者と経営者がはじめて対等平等の交渉のテーブ

ルにつくことができます。 

今回のストライキ決意表明投票で賛成多数を獲得したことで、「対

等平等」の交渉テーブルへ一歩近づきました。引き続きストライキを

しっかり構えることが、公共労の要求獲得への本気度を示し、前進回

答を引き出すことにつながります！第2回本部団交の翌日、11月15日に

は始業開始から1時間のストライキを予定しています。各支部でストラ

イキを打てる準備をしっかり整え団体交渉に臨み、要求の前進を勝ち取りましょう！！ 

★★★公共労ホームページ随時更新中(*^-^*)！公共労ホームページで検索★★★ 

①労働条件改善のために必要な増員を行うこと、②生活を守るために賃上げを行うこと、③退職手当引き下

げ提案を撤回すること、もしくは引き下げによって得られる財源を考慮し、昇格基準の改善や各種手当の引き

上げを行うこと、④年休取得率の向上を図ること、計画付与の協定化などをはじめとした年休取得率向上の

ための具体策を提示すること、⑤個人夜勤月8日以内の覚書を守ること、⑥「ガイドライン」を徹底し、正確な労

働時間の把握に努め「不払い残業の一掃」を図ること、⑦ハラスメント（パワハラ、セクハラ、マタハラなど）の

防止に努めること、⑧非常勤職員の時給引上げと諸休暇の制度化等の処遇改善を行うこと 

 など秋闘要求を獲得するために、ストライキを含む闘争態勢でたたかうことに  
 

賛成                 反対 

支部 得票率 

東北 67.7% 

関東 84.0% 

東海 45.8% 

中国 81.9% 

四国 97.8% 

全体 81.6% 

 

支部別賛成得票率 


